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町

日

…
職
員
銀

…

…

助

役

清

水

遠

…

…

収

入

役

大

野

豊

山

①

総

務

課

間

課

長

増

田

暗

茂

の
智
恵
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
山
課
長
補
佐
兼
係
長

ん

。

私

は

、

町

民

の

皆

さ

ん

の

え

い

智

…

…

森

議

と
良
識
に
期
待
し
、
こ
れ
を
結
集
し
て
問
書
記
西
山
進
(
管
財
)

町
，
つ
く
り
に
励
み
た
い
と
決
心
し
て
お
山
P

隠
岐
龍
法
(
統
計
)

り

ま

す

。

山

門

庶

務

消

防

係

凶

こ
と
し
は
、
中
学
校
の
実
質
統
合
で

m
係

長

石

丸

英

雄

一
服
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
ま
す
と
、
い
敬
一
義
務
教
育
の
飛
躍
的
な
向
上
を
は
か
る
問
書
記
山
下
朝
子
(
庶
務
)

一
を
感
じ
ま
す
と
共
に
、
町
の
将
来
に
つ
一
と
共
に
、
工
場
誘
致
ゃ
、
フ
ェ
リ
ー
就
士
宮
記
補
山
田
紀
子
(
こ

一
き
ま
し
で
も
、
限
り
な
い
力
強
さ
、
頼
士
肌
の
特
別
開
発
事
業
を
具
体
化
さ
せ
て
出
用
務
員
神
内
百
合
子
(
乙

一
も
し
さ
を
覚
え
る
次
矛
で
す
。
こ
と
し
一
産
業
発
展
の
足
場
を
固
め
た
い
と
思
つ
…
…
①
文
書
課

一
は
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
き
ず
あ
と
を
乗
一
て
い
ま
す
。
幸
い
、
当
町
の
衆
望
に
と
一
一
課
長
土
居
孝
童

↑
り
越
え
て
、
大
き
〈
新
た
な
成
果
を
生
一
た
え
て
い
た
だ
い
て
、
二
社
の
工
場
進
出
門
有
線
広
報
係
〕

一
司
令
出
す
よ
う
、
一
世
間
起
し
た
い
と
念
じ
て
一
出
を
願
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
…
…
課
長
補
佐
兼
係
長

一

お

り

ま

す

。

一

当

町

歴

史

上

、

未

曽

有

の

こ

と

で

あ

り

山

池

田

徳

重

一
ひ
る
が
〉
え
っ
て
社
会
を
見
ま
す
と
、
↑
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。
そ
の
他
懸
案
の
…
…
書
記
山
崎
一
義
(
広
報
)

一
九
六
八
年
の
新
春
を
迎
え
、
町
民
一
今
日
ほ
ど
、
「
日
進
月
歩
」
と
い
う
こ
-
諸
問
題
も
計
画
的
に
処
理
し
て
行
く
つ
で
奴
子
大
野
泰
俊

一

一

山

(

有

線

保

守

)

皆
様
の
お
栄
え
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
一
と
ば
が
実
感
と
し
て
、
迫
っ
て
来
る
時
一
も
り
で
す
。

し
上
げ
ま
す
。
一
代
は
、
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
最
後
に
、
地
方
自
治
を
推
進
す
る
力
…
…
M

三

浦

義

直

(

と

昨
年
は
未
曽
有
の
干
ば
つ
に
見
舞
わ
一
目
ま
ぐ
る
し
く
変
っ
て
ま
い
り
ま
す
進
一
は
、
す
べ
て
町
民
皆
さ
ん
の
綜
合
の
力
…
…
技
手
補
菊
地
千
香
子

一

一

一

(

電

話

交

換

)

れ
、
農
家
を
中
心
に
、
関
係
者
名
位
の
一
運
に
遅
れ
な
い
た
め
に
は
、
木
年
の
、
一
で
あ
る
こ
と
を
ど
理
解
い
た
だ
き
た
い

r

足

一

一

与

i

，
一
(
本
部
放
送
所
)

ご
苦
労
は
、
並
た
い
て
い
の
と
と
で
は
一
さ
る
年
に
ち
な
ん
で
、
ま
し
ら
の
ご
と
-
と
存
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
持
と
指

一

一

昨

投

手

補

宝

生

厚

子

な
か
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
加
え
て
、
三
一
く
活
躍
す
る
こ
と
が
、
必
要
か
も
知
れ
一
導
ご
協
力
を
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
一
日

一

一

L

P

東

順

子

十
四
号
台
風
が
、
各
地
に
暴
威
を
振
い
一
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
さ
る
智
恵
で
は
ど
一
ま
す
。
本
年
は
、
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
町

一

一

r

f

東

艶

子

ま
こ
と
に
、
き
び
し
い
年
で
あ
っ
た
と
一
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
最
近
、
国
一
て
も
、
町
に
と
り
ま
し
で
も
、
最
良
の
ア
哩
丘
、

患
い
ま
す
。
一
で
も
地
方
で
も
、
財
政
硬
直
化
が
伝
え
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
り
を
叩
，

v
r
J
H

一

千

四

日

グ

清

水

加

奈

子

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
一
ら
れ
て
い
る
折
か
ら
、
最
少
の
経
費
で
一
捧
げ
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
官

一

一

o

m

m

河
崎
り
つ
子

た

く

ま

し

い

力

で

着

々

そ

の

被

害

を

克

一

最

大

の

効

果

を

あ

げ

る

よ

う

、

最

大

限

一

ま

す

目

1
1
hミ
ミ
h
h
Hミ
ミ
h
a
h
-
h是
正
¥
¥
¥
同
岡
崎
、
ミ
ミ
ミ
h
H
Hミ
是
正
ミ
h
h
hミ
ミ
ミ
ミ
h
h
hミ
ミ
ミ
ミ
h
h
hミミ¥¥ミ
h
h
h

…
…
臨
時
震
久
保
・
真
由
美

a
p
i
:企
'

町

E

S

一
経
済
収
支
の
赤
字
を
理
由
に
、
わ
が
国
m
M

河
井
美
校
子

研

平

を

問

問

え

て

一

の

経

済

硬

直

化

を

な

や

み

、

国

が

支

出

ナ

一

一

宮

初

美

ヰ
司
F

3

J

、3
h
d
M

一
す
る
各
種
補
助
金
の
整
理
減
額
を
打
出
…
…

一

、

(

櫛

生

中

継

所

)

長

浜

町

議

会

議

長

麦

藤

熊

市

一

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

町

財

政

も

、

バ

…

…

伎

手

菊

地

郁

子

ノ

イ

一

一

す

ま

す

窮

屈

に

な

る

感

に

直

面

し

て

し

日

i
s
a
-
-局
を
初
め
、
各
関
係
機
関
の
最
善
の
ご
一
り
ま
す
。
全
町
民
各
位
の
ご
要
望
に
と
山
技
手
補
山
本
ヤ
エ
子

k

与
4
2
q
d
v
J

一
指
導
に
よ
り
あ
る
程
度
に
被
害
を
え
一
た
え
る
為
め
に
、
町
当
局
も
最
善
の
ど
…
…
(
白
滝
中
継
一
所
)

日
中
ー
~
川
町
札
山
内
1

i

N

J

t

一u
h翻
継
B
V

一

一

hhλ?h
弘?PP
仇
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恥
均
州
九

υ川hj川ぺ川パ川べ1一一J~~υ一一一バ)ベ1勺J1川川川
ιJ山U悶麟
麟
僻
一
王
事
、
な
主
お
被
警
害
に

z対すZる前
夏
後
策
と

tし一
民
号
各
位

Eにお
ま
か
れ
?
ま

L主
て
は
、
昨
年
に
ふ
…
町
…
ア
汐
酒
井
窓
子

叱齢「
:
f
f
h
v
d

旬、子
f
J
r甑
晶
一
て
、
す
べ
て
の
干
害
防
除
一
関
係
施
設
袋
二
倍
し
ま
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
町
…
…
門
文
書
係
凶

麟
ふ
戸
開
撒
鰍
、
)
い
叫
一
将
来
へ
備
え
ら
れ
ま
し
た
事
は
、
「
災
い
一
政
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
強
い
ご
協
力
一

泌

騨

際

細

川

鰍

制

緩

議

麟

糟

長

総

蜘

噛

一

{

長

友

沢

寸

J
襲
撃
遺
構
題
一
転
じ
て
穏
と
な
す
」
こ
と
で
あ
り
ま
し
一
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
叩

J
A
J
P
?
ぽ
議
鴻

f山一寸1
J
1

一

樹

鴫

一

↑

n
H

書

記

横

道

里

見

にふ立川
J

丸、九一山
l
d
u
k
h

ム
ゾ
ハ
リ
リ
融
鳴
一
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
努
力
と
ご
苦
労
に
一
上
げ
る
次
方
で
あ
り
ま
す
。

JdMft一
一

ふ

い

一

対

し

、

厚

〈

感

謝

を

い

た

す

次

介

で

あ

一

私

共

町

議

会

も

、

町

民

の

み

な

さ

ん

山

(

タ

イ

プ

)

t
引

〆

1

↑

り

ま

す

。

一

の

代

表

と

し

て

、

町

理

事

者

と

相

提

伐

問

書

記

補

上

田

富

喜

男

(

収

発

)

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ぎ
い
÷
昭
和
四
十
三
年
は
、
何
か
と
明
る
い
一
し
て
、
地
方
自
治
法
に
の
っ
と
り
、
議
出
庁
河
井
八
重

ま
す
。
希
望
に
輝
く
、
昭
和
四
十
=
一
年
一
希
望
が
も
て
る
年
で
あ
る
よ
う
に
と
願
一
案
審
理
を
通
じ
て
、
研
修
を
重
ね
、
一
…
…
(
タ
イ
プ
)

の
新
春
を
迎
え
、
つ
つ
し
ん
で
お
喜
び
一
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
当
町
に
お
き
ま
一
万
六
千
φ
町
民
各
位
の
し
あ
わ
せ
の
為

m
p

滝
内
幸
代
(
グ
)

申
し
上
げ
ま
す
。
-
し
て
は
、
統
合
中
学
校
々
舎
完
成
授
業
一
に
、
全
力
を
つ
く
す
詰
唯
一
一
あ
り
ま
す
山
①
税
務
課

顧
み
手
品
す
れ
ば
、
昨
年
一
は
大
干
ば
つ
一
開
始
、
各
種
道
路
の
工
事
進
ち
よ
く
ま
一
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
ね
が
し
し
支
す
。
叩
課
長
丸
山
米
三
郎

一
た
は
、
完
成
そ
の
他
各
施
設
等
す
べ
て
一
こ
と
し
は
、
例
年
に
比
し
寒
波
ま
ぴ
し

に

よ

る

農

作

物

の

大

災

害

を

被

り

、

た

一

一

山

門

調

査

係

回

一
の
も
の
が
、
見
通
し
が
明
る
く
な
っ
て
一
き
折
柄
み
な
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

だ
、
農
業
の
み
な
ら
ず
、
各
方
面
に
被
一
お
り
ま
す
事
は
、
町
当
局
の
ど
努
力
は
一
を
お
い
の
り
申
し
上
げ
ま
す
。
…
…
課
長
補
佐
兼
係
長

害
の
影
響
が
大
で
あ
っ
た
事
は
、
誠
に
一
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民
各
位
の
ご
協
一
以
上
誠
に
簡
単
で
ご
ぎ
い
ま
す
が
、
…
…
平
井
源
一

お
き
の
ど
く
に
存
じ
ま
す
。
患
家
の
み
一
力
ど
支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
一
長
浜
町
議
会
議
員
一
同
を
代
表
し
て
一
品
川
…
…
書
記
児
玉
繁
夫
(
調
査
)

な
さ
ん
が
、
必
死
の
ご
努
力
と
、
町
当
一
本
年
度
に
お
い
て
、
政
府
は
、
国
際
年
の
ど
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
…
…
金
目
記
補
藤
沢
豊
彦
〔
グ
)

=長己

与主

岸本印刷所

愛媛県喜多郡
発行所
長浜町役場

開
園
町
剛

m
m
M個
師
鍋
副
司

f玄報

犯

印刷

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

長

浜

町

長

司

西

田

フE年3 4 和昭

武
俊
(
乙

グ

石

住

内
門
収
納
係
〕

係

長

竹

本

松

太

郎

書
記
垣
見
金
治
郎
(
収
納
)

書
記
補
下
回
健
三
(
グ
)

臨
時
雇
石
田
伊
代
子
(
乙

①

住

民

課

課

長

兵

一

政

信

男

門
社
会
係
〕

課
長
補
佐
兼
係
長

藤
閲
覧
ロ
代
夫

看
護
婦
山
根
カ
ヨ
子
(
社
会
)

(
長
浜
老
人
ホ

l
ム
白
山
国
)

園

長

池

田

又

一

郎

書
記
補
宮
下
紀
久
霊

寮

母

玉

井

亀

代

庁

鶴

岡

ユ

リ

子

庁

児

玉

ク

ミ

子

調

理

員

新

家

千

鶴

グ

平

田

カ

ツ

子

嘱

託

栗

田

富

士

子(
看
護
婦
)

(
喜
多
様
保
育
所
〉

主

任

西

岡

房

子

臨
時
雇
荒
金
喜
久
子
ヘ
保
母
)

(
長
浜
保
育
所
)

所

長

小

泉

周

保
母
主
任
谷
川
俊
子

栄

養

士

大

橋

京

子

保

母

二

宮

美

泣

大

塚

隆

子

H

城
ノ
戸
民
子

調
理
員
下
回
美
智
子

保

母

藤

淵

美

枝

子

臨
時
雇
三
谷
光
江
(
保
母
)

(
青
島
保
育
所
)

保

母

新

江

五

月

(

主

任

)

(
沖
浦
保
育
所
)

所

長

田

村

恒

子

保
母
主
任
玉
井
徳
美

保

母

池

田

ス

ミ

子

調

理

員

泉

友

江

保

母

徳

田

恭

子

臨
時
一
履
大
成
節
子

が

徳

田

菊

子

一
糊
井
啓
子

(
尚
生
保
育
所
)

保
母
主
任
西
山
逸
子

保

母

石

堂

笑

香

臨
時
一
躍
石
田
さ
と
子
(
保
母
)

(
出
海
保
育
所
)

所
長
心
得
岡
本
美
代
子

保
母
主
任
川
崎
弘
子

保

母

河

澄

禎

子

グ

堀

田

理

意

子

調

理

員

田

丸

宮

校

臨
時
雇
石
川
令
子
(
保
母
)

グ

井

上

典

子

(

乙

(
豊
茂
保
育
所
)

保
母
坂
井
旬
子
(
主
任
」

臨
時
雇
大
藤
ー
恭
子
(
保
母
)

グ

津

田

悦

子

(

庁

〕

(
大
和
保
育
所
)

所

長

谷

本

嘉

子

保
母
主
任
山
木
美
智
子

保

母

小

泉

六

台

子

羽

盟

員

浪

本

部

子

臨
時
雇
藤
岡
エ
ミ
子

庁

水

本

恵

子

(
白
滝
保
育
所
)

所

長

小

野

雪

子

保
母
主
任
西
宮
幸
子

制
理
員
鎌
田
恵
美
子

保

母

大

谷

コ

ト

エ

グ

加

世

富

士

子

臨
時
一
一
服
小
谷
栄
津
美

(
今
坊
隣
保
館
)

隣
保
館
主
事

者

記

楠

山

下

国

広

(
喜
多
灘
連
絡
所
主
任

今
坊
支
館
主
事
)

(
櫛
生
隣
保
館
)

隣
保
館
主
事

嘱

託

西

山

繁

喜

(
櫛
生
支
館
主
事
@

連
務
所
主
任
)

係
長
(
課
長
兼
務
)

書

記

仙

波

久

枝

(

庶

務

)

グ

小

川

平

(

商

)

。

波

多

野

進

(

水

)

ゲ

大

元

宗

二

敵

討

)

抜
手
仲
田
源
一
一
段
土
」

庁

中

国

晋

(
土
@
改
・
区
)

書
記
補
笹
本
栄
一
へ
良
・
土
)

門
農
業
共
済
係
一
日

係

長

河

野

平

吉

書
記
一
宮
仲
間
叩
(
米
麦
)

か

大

野

智

(
蚕
@
畜
)

①

建

設

課

課

長

小

谷

寺

士

口

門
工
務
係
〕

課
長
補
佐
兼
係
長

坂
井
弥
八
郎

技
師
上
回
邦
彦
(
工
務
以

技

手

高

橋

彦

市

(

乙

省

記

矢

野

克

(

ニ

〔
庶
務
係
〕

係

長

酒

井

義

国

書
記
椋
尾
ハ
ツ
子
(
庶
務
)

①
公
営
窓
d

業
課

課

長

佐

々

木

隆

門
港
湾
係
M

課
長
補
佐
兼
港
湾
係
長

兼
統
合
中
学
校
建
設
事
務
主
任

二

宮

一

雄

書

記

真

鍋

奥

秋
(
港
務
所
主
任
)

技

手

木

下

保

利

(
起
軍
機
)

議
記
補
込
阿
美
智
子
(
港
湾
)

(
青
島
丸
)

船

長

藤

井

融

機
関
長
立
協
字
之
助

甲
板
員
後
藤
常
血
(

門
水
道
係
凶

係

長

高

橋

治
田
記
捕
中
野

技
手
補
山
下

門
住
民
係
凶

係

長

平

田

春

美

書

記

宇

都

宮

寛

(

戸

籍

)

グ

平

田

豊

子

(

受

付

)

書
記
桶
松
木
好
次
(
記
録
)

グ
阿
木
野
政
信
(
受
付
)

グ

給

方

伯

夫

(

作

票

)

門
国
民
年
金
係
一
日

係

長

石

内

義

盛

書
記
楠
橋
本
初
子
(
年
金
)

門
保
健
係
凶

係

長

上

川

万

敏

保

健

帰

清

水

文

エ
J

(

国
保
)

-
助
産
婦
梶
村
亀
代
(
衛
生
)

書
記
楠
山
本
勝
延
(
国
保
)

ゲ

中

野

貴

夫

(

術

生

)

グ

宮

岡

亀

古

(
大
洲
喜
多
衛
生
組
合
)

託
井
上
美
代
子

d
E
一品

健
蔵
(
水
道
)

一
仁(浄
水
場
)

道

夫

す

)

町主

庁

新

国

門
管
理
係
一
日

係

長

森

本

六

郎

技

手

窪

憲

一

(

町

車

)

か

草

川

勝

義

(

グ

)

技
手
補
西
木
幸
雄
(
グ
)

。

大

野

勇

(

と

庁

森

川

純

行
(
プ
ル
ト
1
ず
|
)

松
岡
伊
一
郎

(
火
葬
場
作
業
員
)

(
看
護
婦
)

(
青
島
診
療
所
)

嘱
託
岡
田
岩
夫
一
「
医
師
)

保
健
婦
橋
本
ア
サ
子

(
豊
茂
診
療
所
)

嘱

託

辻

良

一

宿

(

医

師

)

庁

坂

田

嘉

代

(
看
護
婦
)

(
白
滝
診
療
所
)

嘱

託

菊

地

敏

行

(

医

師

)

看
護
婦
平
田
美
佐
子

①

産

業

課

課

長

畑

山

鶴

夫

門
振
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係
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嘱

~t; 

①

開

発

課

課
長
(
助
役
兼
務
)

課

長

補

佐

久

保

弘

係

長

泉

芳

信

書

記

巳

野

敏

子

書

記

補

平

田

友

幸

①

会

計

室

室
長
問
中
与
一
生
術
門

門
山
山
山
h
r
u叶
一
同

室
長
補
佐
兼
係
長

糸

井

四

郎

一
三
円
記
ー
叩
都
築
住
江
(
庶
務
)

①
議
会
事
務
局

局

長

久

保

熊

男

書

記

補

脇

和

子

(

庶

務

)

①
教
育
委
員
会

数
九
百
円
長
小
泉
茂

次
長
兼
総
務
社
会
教
育
主
任

臼

田

稲

生

書
記
小
石
一
主
子
(
庶
務
了

門
社
会
教
育
係
M

主
事
宮
田
一
肌
十
五
割

(
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育
)
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元

上
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限

夫
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育
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導
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〉

主

事

梶

田

一

号
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館
)

嘱

花

木

村

カ

ツ
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事

書

記
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和

田

正

義
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任
)
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主
事

書

記

山

本
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茂
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絡
所
主
任
)
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主
主
一

書

記

鎌
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子
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須
市
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滝
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記

久

保

尚

道
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連
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任
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書

記
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上
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任
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校
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育
係
〕

係
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槙
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U
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校
)
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井
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①
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業
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員
会
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業
課
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佐
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兼

係
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書

記
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ゴム工業株式会社工場全景

福
山
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
島
俊
五
郎

長
浜
町
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

き
て
、
こ
の
た
び
は
、
御
地
の
企
業
誘
致
に
対
し
ま
し
て
、
福
山
ゴ
ム
が
、
工
場
建
設
を
行
な
い
、
皆
様
方
と
、
ご
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
れ
も
、
ひ
と
え
に
町
ど
当
局
を
は
じ
め
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
、
関
係
各
位
の
一
方
な
ら
ぬ
ど
尽

力
の
た
ま
も
の
と
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
る
次
芳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
当
地
に
ゴ
ム
履
物
工
場
が
で
き
る
の
は
初
め
て
で
、
詳
細
に
つ
い
て
ど
存
知
の
方
は
、
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
が
決
し
て
む

つ
か
し
い
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
郷
土
に
残
っ
て
お
ら
れ
る
人
々
と
、
ご
一
緒
に
、
ど
当
地
長
浜
町
発
展
の
た
め
、
努
力
い
た
す
所
存
に
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
ど
指
導
芯
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日コE年3 4 和昭

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
四
十
三
年
の
蝉
か
し
い
新
春
を
、
お
迎
え
の
事
と
心
か
ら
お
よ
ろ
と
ぴ
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
宗
栄
産
業
株
式
会
社
は
、
こ
の
た
び
関
係
ご
当
局
の
ご
援
助
に
よ
り
ご
当
地
に
、
経
製
工
場
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
社
は
、
各
種
繊
維
二
次
製
品
の
製
造
、
輸
出
の
一
貫
作
業
を
経
営
し
、
兵
庫
・
岡
山
・
今
治
等
に
工
場
を
持
ち
‘
堅
実
な
経
営
を
続
け
て
お

り
ま
す
。

ど
縁
が
あ
り
ま
し
て
、
ご
当
地
に
工
場
を
関
設
致
し
ま
し
た
以
上
、
大
い
に
業
績
を
あ
げ
て
、
地
域
開
発
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
、
ご
期
待

に
添
い
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

ど
当
地
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ど
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

福山

宗
栄
産
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長

西

重

ン部宗栄産業株式会社新工場
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